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会議記録【概要】 
 

会議の名称 第５回鹿児島市街路樹再生プラン策定協議会 

開催日時 令和７年２月６日（木）９時３０分 ～ １１時３０分 

開催場所 鹿児島市役所東別館８階８０２会議室 

出 席 者 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

委員９名、欠席２名、事務局 

川島委員長、安田委員、榮村委員、園田委員、間世田（吉）委員、五反委員、 

間世田（明）委員、瀧川委員、野田委員 

 

建設局 建設管理部 公園緑化課 

西原建設管理部長、鮫島公園緑化課長、井ノ上係長、その他公園緑化課職員 

会 次 第 

１ 報告 

 （１）これまでの意見と対応方針について 

２ 議事 

（１）パブリックコメント手続の実施結果について 

（２）鹿児島市街路樹再生プラン（原案）について 

主な意見等 

〇 パブリックコメントの意見でも落葉の問題が提起されているが、対策として

は、危険性がなければ落葉樹はそのままということなのか。 

⇒ 落葉樹は、秋口に葉が一気に落ち、その１回で落葉処理が済むというような状

況が多いため、落葉の問題についてよくご要望いただくのは、常緑樹であるクス

ノキが植栽されている路線である。よって、クスノキなどを成長速度が遅く大木

化しにくい樹種等へ植え替えることが対策の１つと思っている。本プランの整備

方針「植替」では、配慮事項として、落ち葉や実の落下による影響について配慮

する旨を記載することとする。 

 

〇 整備方針「育成・魅力創出」にある管理目標樹形については、路線ごとの植栽

環境等によって変わってくるので、もう少し踏み込んだ内容になっているとよい

と思う。 

⇒ 整備方針「育成・魅力創出」のきめ細やかな維持管理の例の中で、路線ごとの

植栽環境や樹種の特性を踏まえた目指したい樹形を設定し、整枝剪定等を実施す

る旨を記載することとする。 

 

〇 管理目標樹形の設定にあたっては、例えば、市民意見を取り入れるワークショ

ップを開催するなどもよいと思う。 

⇒ 住民意向を聞く仕組みづくりについては、今後検討していきたい。 

 


